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雅歌2:8～ 9

私の愛する方の声がする。ほら、あの方が来られる。
山を跳び越え、丘の上を跳ねて。
9 私の愛する方は、かもしかや若い鹿のようです。

2

ベレーシート

ה־זֶהדּוֹדִיקוֹל2:8 אהִנֵּ גבָּ רִיםעַל־מְדַלֵּ ץהֶהָּ עוֹתמְקַפֵּ ׃  עַל־הַגְבָּ

אַיָּלִיםדּוֹמֶה דוֹדִי לִצְבִי אוֹ לְעֹפֶר 9 הָּ

דּוֹדִיקוֹל （コール・ドーディー）「私の愛する方の声」という、雅歌のこの箇所を歌ったイス

ラエルの美しい賛美をご存じでしょうか。メシアニックジューのモシャブで出会った二人の結

婚式に招かれた時、花婿入場で、この賛美が流れていました。

長い間、ヘブル語の意味が解らないまま歌っていたのですが、ある日、ふっと「山」に冠詞が

ついていることに目が留まりました。

そこから見えてきた、神様の愛と、救いのご計画について分かち合っていきたいと思います。
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冠詞＋複数形の「山」と「丘」①

ヘブル語で「山」はハルהַר、「丘」はギヴアーה ですが、原文ではגִבְעָּ
「その山々」ヘハーリーム רִים/הֶ  הָּ 、

「その丘々」ハッゲヴァーオート עוֹת/הַ  גְבָּ
と、冠詞のヘ・ハがつけられ、そしていずれも複数形で書かれています。

冠詞＋複数形の「山」と「丘」はしばしばセットで登場し、神でないものとの霊的姦淫の
場を現わしています。
例えば、ホセア4章、申命記12章、列王記11章（ソロモンの堕落）、列王記12章（ヤロブ
アムの金の子牛）など、これら全てで「その山々」 は「霊的姦淫の場」 として描かれて
います。

つまり「その山々」とは、 イスラエルが、主以外の者を愛し、積み上げてきた不貞の歴
史そのものであったことがわかります。
しかし、主は「その山々」を跳び越え、踏み越え、乗り越えて来られるのです。
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申命記12:2 

あなたがたが追い払おうとする異邦の民がその神々に仕えた場所（קוֹם （マーコームמָּ
は、高い「山」ヘハーリーム רִים/הֶ  הָּ の上でも、「丘」ハッゲヴァーオート עוֹת/הַ  גְבָּ の上で

も、また青々と茂るどの木の下でも、それをことごとく破壊しなければならない。

雅歌2:8～9 に登場する「山」と「丘」は、原文では「その山々 רִים/הֶ  הָּ ヘハリーム」

「その丘々 עוֹת/הַ  גְבָּ ハッゲヴァーオート」と冠詞＋複数形になっています。

それは イスラエルが繰り返し築いた「その」いまいましい偶像礼拝の場であったのです。

ホセア4:13 

彼らは「山々」ヘハーリーム רִים/הֶ  הָּ の頂でいけにえを献げ、「丘」ハッゲヴァーオート

עוֹת/הַ  גְבָּ の上で犠牲を供える。樫の木、ポプラ、テレビンの木の下で。その木陰が心

地よいからだ。それで、あなたがたの娘は淫行をし、あなたがたの嫁は姦通をする。

主はあらかじめ、約束の地に入る前に警告を発しておられました。
申命記のこの箇所でも、山と丘は「ヘハリーム：その山々」「ハッゲヴァオート：その丘々」と冠
詞＋複数形で書かれています。つまり、異邦の民がその神々に仕えた「その」場所なのです。

冠詞＋複数形の「山」と「丘」②
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神が異邦人との婚姻関係を禁じられたのは、単なる血統の問題ではなく

「神から心が転じて、他の神々と淫行を行わせるようになる」からでした。

出エジプト34:15 ～16

あなたはその地の住民と契約を結ばないようにせよ。彼らは自分たちの神々と淫
行をし、自分たちの神々にいけにえを献げ、あなたを招く。あなたは、そのいけ
にえを食べるようになる。16 彼らの娘たちをあなたの息子たちの妻とするなら、

その娘たちは自分たちの神々と淫行を行い、あなたの息子たちに自分たちの神々
と淫行を行わせるようになる。

イスラエルと偶像崇拝①
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Ⅰ列王記11:3、 7 ～8

3彼には、七百人の王妃としての妻と、三百人の側女がいた。その妻たちが彼の

心を転じた。

7当時ソロモンは、モアブの忌むべきケモシュのために、エルサレムの東にある

「山」ヘハーリーム רִים/הֶ  הָּ の上に「高き所」ה מָּ バーマーを築いた。アンモンבָּ
人の、忌むべきモレクのためにも、そうした。8 彼は異国人であるすべての妻の

ためにも同じようにしたので、彼女たちは自分の神々に香をたき、いけにえを献

げた。

しかしながらソロモンはその神との約束をことごとく破ります。

イスラエルと偶像崇拝②
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Ⅰ列王記11:9 ～10

主はソロモンに怒りを発せられた。それは彼の心がイスラエルの神、主から離れ
たからである。主が二度も彼に現れ、10 このことについて、ほかの神々に従って
いってはならないと命じておられたのに、彼が主の命令を守らなかったのである。
11 そのため、主はソロモンに言われた。「あなたがこのようにふるまい、わたし

が命じたわたしの契約と掟を守らなかったので、わたしは王国をあなたから引き
裂いて、あなたの家来に与える。

その霊的姦淫の結果、主は国を二つに引き裂かれます。
南ユダ王国（ダビデの家系）と、北イスラエル王国（ヤロブアム）に二分されてしまいます。

Ⅰ列王記11:35 ～36
わたしは彼の子の手から王位を取り上げ、十部族をあなたに与える。36 彼の子に

は一つの部族を与える。それは、わたしの名を置くために選んだ都エルサレムで、
わたしのしもべダビデが、わたしの前にいつも一つのともしびを保つためである。

イスラエルと偶像崇拝③
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Ⅰ列王記12:28 、31

そこで王は相談して金の子牛を二つ造り、
彼らに言った。「もうエルサレムに上る
必要はない。イスラエルよ。ここに、あ
なたをエジプトから連れ上った、あなた
の神々がおられる。」31 それから彼は高

き所の宮を造り、レビの子孫でない一般
の民の中から祭司を任命した。

主はヤロブアムに10の部族を与え北イスラエル
王国の王とし、祝福することを約束されました。
ところが、民が南ユダ王国にあるエルサレム神殿
へ礼拝に行くことによって反旗を翻し、自分の命
が狙われることを恐れたのです。
そして考えついたのが二体の「金の子牛」を作り
ダンとベテルに置き、民にそれを拝ませることで、
民が国を超えてエルサレム神殿に行くことを阻止
しようと考えました。

ダン

ベテル
エルサレム

イスラエルと偶像崇拝④
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その偶像崇拝の罪は、王政が変わっても脈々と
受け継がれ、最終的に北イスラエルはアッシリア
に捕囚とされてしまいます。
ユダもイスラエルの風習にならい、数々の偶像
崇拝の結果、バビロンに捕囚とされてしまったの
でした。

Ⅱ列王記17:22 ～23

イスラエルの人々は、ヤロブアムが行ったす
べての罪に歩み、それから離れなかったので、
23 主は、そのしもべであるすべての預言者を

通して告げられたとおり、ついにイスラエル
を御前から除かれた。こうして、イスラエル
は自分の土地からアッシリアに引いて行かれ
た。今日もそのままである。

BC931王国分裂

バビロン捕囚
（BC586）

アッシリア捕囚
（BC722）

イスラエルと偶像崇拝⑤



ヨセフに夢の中で主の御使いは現れてこう語りました。

「イェシュア」 ַיֵּשׁוּעのヘブル語の意味は「主は救い」です。
そしてここでの「罪」を原文で見ると複数形で書かれており「数々の罪」となっていま

す。この「数々の罪」とは、すなわち、イスラエルの民が何度も何度も繰り返し犯して

きた「偶像崇拝」の罪を指しているのです。

このイスラエルの民が積み上げてきた「数々の罪」「偶像の山々」を踏みつけ乗り越
え、解放し救い出すために、人となって来られた方。

この方の名は「主は救い」 ַיֵּשׁוּעイェシュアなのです。

10

マタイ1：21

「マリアは男の子を産みます。その名をイエス「イェシュア」 ַיֵּשׁוּעとつけなさい。
この方が、ご自分の民をその罪からお救いになるのです。」

救い主 ַיֵּשׁוּעイェシュアの名前の意味
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創7:19～20

水は地の上にますますみなぎり、天の下にある高い山々 רִים הַ /הֶ  גְבֹהִים/הָּ
もすべておおわれた。

20 水は、その上さらに十五キュビト増し加わり、山々 רִים/הֶ  הָּ はおおわれた。

「山」הַר（ハル）の初出は、ノアの洪水で完全に覆われた山々として登場します。
רִים הַ /הֶ  גְבֹהִים/הָּ （ヘハーリーム・ハッゲヴォーヒーム）と「高い」も「山々」も冠詞＋複数

形で書かれていて、「あの数々の高き、あの山々」と言う意味です。

「高い」を現わすגְבֹהִים （ゲヴォーヒーム）複数形は「数々の高きところ」と言う意味ですが
語根は、ּבַה גָּ （ガーヴァハ）ּで「高ぶる」「誇る」という意味です。

つまり「高き山々＝高慢・高ぶり」が完全に主の裁きの水に覆われ、肉の誇りが無力化され
たことを意味していると理解できます。そして主のいのちの無い「乾いた地」にいたものはみ
な死にましたが、箱舟の中にいた者だけが生き残ったのです。

「山」ハルהַר
「山」ハルהַר 初出箇所：創世記7：19
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ミカ1:3～5 

3見よ。主は御住まいを出、降りて来て、地の「高き所」ה מָּ 。バーマーを踏まれるבָּ
4 「山々」 רִים/הֶ  הָּ ヘハーリームは主の足もとに溶け去り、もろもろの谷は裂ける。まるで、

火の前の、ろうのように。坂に注がれた水のように。

5 これはみな、ヤコブの背きのゆえ、イスラエルの家の罪のゆえだ。「ヤコブの背きとは何か。

サマリアではないか。ユダの「高き所」ה מָּ 。バーマーとは何か。エルサレムではないかבָּ

12

「地の高い所（バーマー）」とは目に見える偶像崇拝だけでなく、「地」である人の心の中に
ある「自己中心」「わたしがわたしが」という「高ぶり」や「高慢」であるとも理解できます。

5節は同義的パラレリズムで表現され「背き」と「高きところ」が同義であることがわかります。

  ヤコブの/背き/とは何か。/サマリアではないか。
ユダの/高き所/とは何か。/エルサレムではないか。

「サマリア」はかつての北イスラエル王国の首都であり、
「エルサレム」は南ユダ王国の首都でした。
つまり「高き所（バーマー）」とは、民の「都＝心の中心」にある背信であると理解できます。
しかしイェシュアは、それらすべてを身に受け、ご自分の死によって滅ぼされたのです。

「高き所」ה מָּ バーマーבָּ
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雅歌2：9 

私の愛する方は、「かもしか」や「若い鹿」のようです。

：

13

「かもしか」צְבִי（ツェヴィー）

אַיָּלִים דּוֹמֶה דוֹדִי לִצְבִי אוֹ לְעֹפֶר הָּ

「かもしか」 と訳されたצְבִי（ツェヴィー）は、「栄光・輝き・美しさ」という意味もあります。
初臨のイェシュアは「見るべき麗しさ（ツェヴィー）もなかった」姿でした。

しかし、再臨の主は「ツェヴィー（栄光）」そのものをまとって来られるのです。

エゼキエル20:6では、約束の地を「すべての国々の麗しい（ツェヴィー）地」と呼んでいます。

それは、受難と死と復活を通して「いのちを与える御霊」となられたイェシュアが、人の「霊」の中に

共に住む「良い地」となっていることを現わしていると理解できます。

主が「かもしか（ツェヴィー）のように」来られるとは、エゼキエルの枯れた骨のように、なんの望みも

ないイスラエルに、本来の栄光を取り戻させる王として帰ってこられることを想起させます。
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「若い鹿」עֹפֶר（オーフェル）と 「ちり」 ר פָּ （アーファール）עָּ
「若い鹿」עֹפֶר（オーフェル）と同じ語源を持つ言葉に
「ちり」ר פָּ עָּ （アーファール）があります。

           「ちり」 ר פָּ עָּ （アーファール）初出箇所：創世記2:7 

創世記2:7

神である主は、その大地の「ちり」ר פָּ עָּ （アーファール）で人を形造り、その鼻に
いのちの息を吹き込まれた。それで人は生きるものとなった。

神は「一人のアダム（単数）」を「ちり（単数）」から造られました。

単数の 「若い鹿」עֹפֶר（オーフェル）は、大地の「ちり」ר פָּ עָּ （アーファール）で造られ
た「人」として来られたイェシュアが、栄光（ツェヴィー）を携え若々しいいのちを持っ

て来られた。と理解することができます。

雅歌では「一頭の若い鹿・オーフェル（単数）」が、死の「ちり」を蹴散らしてやって来

ます。これは「一人のひと」最初アダムがもたらした死の支配を、「一人のひと」最後

のアダムとなられたイェシュアが打ち破り、いのちの支配をもたらせたということが、

一対一の対比が「単数」で書かれていることからも見えてきます。（ローマ5：17）
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「鹿」を現わすヘブル語①

「若い鹿・鹿の子」はעֹפֶר（オーフェル）でした。
聖書ではそれ以外に「鹿」を現わす言葉に「雄鹿」「雌鹿」があります。

それらがどのように使われているか見ていきたいと思います。

①【雌鹿・単数】アッヤーラー（ האַיָּ  לָּ ）

②【雌鹿・複数】アッヤーロート（ לוֹתאַיָּ  ）

③【雄鹿・単数】アッヤール（ לאַיָּ  ）

④【雄鹿・複数】アッヤーリーム（ לִיםאַיָּ  ）
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「鹿」を現わすヘブル語②

①【雌鹿・単数】アッヤーラー（ האַיָּ  לָּ ）

初出箇所：創世記49:21

創49:21 ナフタリは放たれた雌鹿 האַיָּ  לָּ 。美しい子鹿מֶר תַןを産むאֵּ 。נָּ

ナフタリלִי 。には「闘う」「もがく」「ねじれる」という意味がありますנַפְתָּ
そのナフタリが、放たれた「雌鹿」と呼ばれ「美しい子鹿を産む」ようになるのです。

この「小鹿を産む」の訳のほかに、NKJVなどは「言葉を出す」と訳されているものもあります。

原文を見ると「小鹿」と訳されたエーメルמֶר は「言葉אֵּ 」という意味で、本来的には「小鹿」と

いう意味はありません。「産む」と訳されたナータンתַן は「与える」です。直訳すると「美しいנָּ
言葉を与える」となります。

イスラエルの子らの名前は、全てイェシュアを現わしているとすれば、ナフタリの名前の中に

イェシュアの苦難の先に、その美しい言葉によって、ご自分に似たものを産むようになること

が現わされていると理解できます。
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「鹿」を現わすヘブル語③

②【雌鹿の群れ：複数】アッヤーロート（ לוֹתאַיָּ  ）

  詩篇29:9 

  主の声 הקוֹל יְהוָּ は雌鹿をもだえさせ大森林イェアーロート רוֹתְי עָּ を裸にする。
  主の宮ではすべてのものが「栄光」と言う。

「もだえさせ」と訳されたフール は震える・もだえる・産気づく・陣痛を起こす、というחוּל
意味があります。

森ヤアル עַרַי は、おおむね身を隠す場所、偶像崇拝する場所として用いられています。 

ミカ3:12 「神殿の山は木々におおわれた（ヤアル עַרַי ）丘 となる。」この箇所はエレミヤ

26：18でも引用されていますが 「丘」は前述の「高き所」ה מָּ バーマーが使われてבָּ
おり、偶像崇拝の場所であることを物語っています。

また「大森林」と訳されたイェアーロート רוֹתְי עָּ は「森ヤアル עַרַי 」の複数形ですが、なん

と聖書全体で複数形で使われているのはこの箇所だけでした。

そのことからも、これは終わりの時「主の声 הקוֹל יְהוָּ （コール・アドナイ）」によって、

アッヤーロート「雌鹿の群れ」は新しい命を産み出す器となり、全地（万民のこころの中）

の隠された偶像崇拝をあらわにし、そして大いなる救いがもたらされます。そのことに

よって生まれた「主の宮」＝主の霊を宿した全ての者たちが、神の栄光をたたえる姿が

見えてきます。
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「鹿」を現わすヘブル語④

③【雄鹿・単数】アッヤール（ לאַיָּ  ）

初出箇所：申命記 12:15

申命記12:15 

しかし、あなたの神、主があなたに下さった祝福にしたがって、あなたのどの町囲みの中でも、
いつでも自分の欲するとき動物を屠り、その肉を食べることができる。汚れた人もきよい人も、
かもしかや鹿と同じようにそれを食べることができる。

この箇所の「鹿」は単数の「雄鹿」アッヤール לאַיָּ  が使われています。
また並列で使われている「かもしか」ツェヴィーצְבִיもこの箇所が初出になります。

主から与えられた祝福によって、町囲みの中、すなわち日常の中で、どんな人でも、いのちの
源泉なるイェシュアを食べることができる。食べることは、食べたものと一体となること。つまり
イェシュアと一体となること。それが万民に開かれた神の祝福であることが、このことから理解
できます。

主が命じられた蛇の食物は「ちり（アーファール）」でした。
それは、ちりで造られた肉体のいのちを保持するための「肉の糧」であり、食べれば食べるほ
ど渇く、と言うものでした。しかし、まことの食物を食べる者は決して渇くことがないのです。
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雅歌2：9 

私の愛する方は、かもしかや若い鹿のようです。

19

לִיםלִצְבִי אוֹ לְעֹפֶר  דּוֹמֶה דוֹדִי אַיָּ הָּ
「雄鹿」は、ハバクク3:19 「私の主、神は、私の力。私の足を雌鹿のようにし、私に高い所

を歩ませる。」にもあるように聖書では敵を踏み砕く勝利の象徴としても用いられています。

「若い鹿」と訳された אַיָּלִים/עֹפֶר הָּ  （オーフェル・ハーアッヤーリーム）ですが、不思議

なことに「若い鹿」を意味する オーフェルが単数形で書かれているのに対して、その後の

ハーアッヤーリーム אַיָּלִים/הָּ  「その雄鹿たち」（定冠詞 ＋ 雄鹿の複数形）で書かれて

います。直訳的なニュアンスでは「あの雄鹿たちの（群れに属する）一頭の若鹿」となりま

す。

一頭の若鹿＝死を打ち破った若々しいイェシュア率いる、力強い雄鹿の群れは、キリスト

の内住された聖徒たちの群れとも理解することもできます。これは、ゼカリヤ14：5「私の

神、主が来られる。すべての聖なる者たちも、主とともに来る。」ユダ1:14 「見よ、主は何

万もの聖徒を引き連れて来られる。」と、勇ましい、主の来臨の情景なのかもしれません。

④【雄鹿の群れ・複数】アッヤーリーム（ לִיםאַיָּ  ）

「鹿」を現わすヘブル語⑤
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変化・目的・方向を示す前置詞・「ラーメド（ל）」①

 、は、変化・目的・方向を示す前置詞で （ラーメド）לְ

「～になる」 「～のために」 「～のほうへ」などと訳されています。

雅歌のこの箇所では

・「かもしか」 צְבִי /לִ  （リ・ツェヴィー）

・「若い鹿」 עֹפֶר/לְ  （レ・オーフェル）

の二ヶ所に、前置詞の ל（ラーメド） が使われています。

一方、 創世記の「ちり」ר פָּ עָּ （アーファール）には前置詞の לは、
どこを探しても見つかりません。

雅歌2：9 
私の愛する方は、かもしかや若い鹿のようです。

לִיםעֹפֶר לְ צְבִי אוֹ לִ  דּוֹמֶה דוֹדִי אַיָּ הָּ
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変化・目的・方向を示す前置詞・「ラーメド（ל）」②

ְ一方、創世記2：7では「生きるものとなった נֶפֶשׁ /לְ  （レ・ネフェシュ）」には

前置詞の 。が使われています「になる～」： （ラーメド）ל

つまり 「ちり」ר פָּ עָּ （アーファール）で造られた人が、「いのちの息」によって
נֶפֶשׁ /לְ  （レ・ネフェシュ）」 生きるもの「となった」と 変化が現わされています。

このように、このたった一文字の前置詞לというという文字のなかに、変化・目的・
方向性、といった神の「いのち」を感じることができます。

「いのち」の無い死んでいた「ちり（アーファール）」が、

「栄光」 צְבִי /לִ  （リ・ツェヴィー）となり、躍動する「若い鹿」 עֹפֶר/לְ  となった。と、

イェシュアの存在の目的そのものを現わしているとも言えそうです。

創世記2:7 

神である主は、その大地のちりで人を形造り、その鼻にいのちの息を吹き

込まれた。それで人は生きるものとなった נֶפֶשׁ /לְ  （レ・ネフェシュ） 。
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雅歌2:8

山を「跳び越え」ג ץメダッレーグ、丘の上を「跳ねて」מְדַלֵּ 。メカッペーツמְקַפֵּ

「跳び越え」ג メダッレーグ：跳び越える、超越するמְדַלֵּ
語根（ダーラグ לַ  גדָּּ ）：「飛び越える 」「障害を無効化する」

ピエル態のג メダッレーグになると「次々と、軽やかに、しかし力強く踏破する」מְדַלֵּ
というニュアンスになります。

「跳ねて」ץ メカッペーツ：跳ねる、爆発的に跳ぶמְקַפֵּ
語根（カーファツפַץ 「止まる」「黙る」「閉じる」「縮める」：（קָּ
ピエル態のץ メカッペーツになると「全身の力を凝縮させて爆発的に跳ねる」מְקַפֵּ
という意味になります。

「跳び越え」ג ץメダッレーグと「跳ねて」מְדַלֵּ メカッペーツמְקַפֵּ ①
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また、この箇所はパラレリズム（並行法）によって書かれています。

直訳すると

その山々の/上を/跳び越え（メダッレーグ）「次々と、軽やかに、しかし力強く踏破し」

その丘々の/上を/跳ねて（メカッペーツ）「爆発的な跳躍をもって」

「跳ぶ」ということばを言い換えて重ねることで、
主の到来は、いかなる障害をも、踏みつけ跳び越え、
圧倒的な勝利をもって来られることが強調されています。

雅歌2:8

山を「跳び越え」ג ץメダッレーグ、丘の上を「跳ねて」מְדַלֵּ 。メカッペーツמְקַפֵּ

「跳び越え」ג ץメダッレーグと「跳ねて」מְדַלֵּ メカッペーツמְקַפֵּ ②
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雅歌2:8

私の愛する方の声がする。ほら、あの方が来られる。

24

ה־זֶהדּוֹדִיקוֹל2:8 אהִנֵּ בָּ

これを、直訳すると

קוֹל （コール）＝声

私の愛する方＝（ドーディー）דּוֹדִי
ה־זֶה  ！見よ、この方だ＝（ヒンネー・ゼ）הִנֵּ
א 来た／来られる＝（バー）בָּ
となり「聞こえる」に該当する語彙は見当たりません。

そしてヒンネーは、「見よ」「今ここに」「注意せよ」 という終わりの時を

示す強い呼びかけです。更にזֶהゼ「この方」と重ねて、ヒンネー・ゼ ה־זֶה הִנֵּ
と使うことで「見よ！この方だ」と、なお一層、その瞬間を強調しています。

「声」コール の響く時קוֹל



創3:7～9

こうして、ふたりの目は開かれ、自分たちが裸であることを知った。そこで彼らは、いちじくの葉をつづり合

わせて、自分たちのために腰の覆いを作った。8そよ風の吹くころ、彼らは、神である主が園を歩き回られ

る「音」コール・アドナイה を聞いた。それで人とその妻は、神である主の御顔を避けて、園の木のקוֹל יְהוָּ
間に身を隠した。9 神である主は、人に呼びかけ、彼に言われた。「あなたはどこにいるのか。」

2525

「声」コールקוֹלの初出から

創世記3：8の「音」は原文ではコール・アドナイה 。となっています「主の声」קוֹל יְהוָּ
しかし、人の耳には恐怖の「足音」としか認識できなくなっているのです。

善悪を知る知識の木の実を食べるまでは「裸であったことに気が付かなかった」
つまり「自分自身にフォーカスしたことがない・自意識が無い」ということが解ります。
それが「自分の裸を見て恐れた」のです。
それは自分が「ちり（アーファール）」で造られたものであることに気づき、
神からの「霊のいのち」の供給の止まった無防備な「裸の肉体」は
やがて「死ぬ」という現実に直面します。

「声」コールקוֹל 初出箇所：創世記3：8
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人は本来、神により頼まなければ生きられないようにデザインされていました。
しかし、いのちの源泉である神との霊的断絶によって、神からの霊のいのちの供給が
止まり、神が蛇に言われた通り、「ちり」（アーファール）でつくられた自分の肉体と同じ
「ちり」を食べて「肉のいのち」を維持するために労苦することになったのです。

「肉体の死」と言う「死の恐怖」が原動力となって、神が解らなくなった人は「自分の力
で」「自分のため」に腰の覆いを作ったのです。
それは「自分のために神を作り、おのが腹に仕える」という偶像崇拝の始まり、といえ
るかもしれません。

ヤロブアムが金の子牛を作ったのも、自分が民から殺されるのを恐れたからでした。
このように偶像崇拝の根本原因は、いのちの源泉である神との断絶によってもたらさ
れた「死の恐怖」であったのです。

「あなたはどこにいるのか。」その問いは「物理的な場所」ではなく「霊的次元」を指して
いることが理解できます。
神が共にいても、その存在が解らない、まるで隔ての壁の向こうの別次元にいるか
のような状態となってしまったのです。

死の恐怖が生む偶像
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この詩篇29篇には「主の声」 הקוֹל יְהוָּ コール・アドナイが７回登場します。

3、5、8節を見ると「主の声」と「主」が呼応して使われていますが、
その後ろに書かれている内容から「主の声」と「主」は同義であることがわかります。

つまり 「主の声」 הקוֹל יְהוָּ コール・アドナイとは、

「主ご自身の存在」を現わしていることが理解できます。

詩29篇

29:3 主の声は水の上にあり栄光の神は雷鳴をとどろかせる。/主は大水の上におられる。

29:4 主の声は力強く 主の声は威厳がある。

29:5 主の声は杉の木を引き裂き /主はレバノンの杉を打ち砕く。

29:6 それらの木々を子牛のようにレバノンとシルヨンを若い野牛のように跳ねさせる。

29:7 主の声は炎の穂先をひらめかせる。

29:8 主の声は荒野を揺さぶり /主はカデシュの荒野を揺さぶる。

29:9 主の声は雌鹿をもだえさせ大森林を裸にする。主の宮ではすべてのものが「栄光」と言う。

「声」コール の正体קוֹל
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沈黙の声 コール・デマーマー

バアルの祭司軍団を打ち破ったエリヤですが、殺されるのが恐ろしくなりホレブの山へ逃げます。

主が通り過ぎられると山々 רִים は裂けますが、「風」「地震」「火」（ここでは冠詞はついていない）הָּ
の中にも主はおられませんでした。

しかしその後の静寂の中で「かすかな細い声」コール・デマーマー・ダッカー הקוֹל מָּ הדְּמָּ דַקָּ
デマーマー（沈黙/静寂）ダッカー（薄い/微かな）: 「沈黙の声」がありました。
それは「肉の耳に聞こえる声」ではなく、霊で感じる「沈黙する主の臨在」だったのです。

主は、人がどこで、何をしているのか全てご存じな上で、あえてこう言われます。
「ここで何をしているのか。」
これは、エデンの園でアダムに語られた 「あなたはどこにいるのか。」 と同じ響きです。

Ⅰ列王記19:11～13

主は言われた。「外に出て、山の上 ר/בָּ  הָּ で主の前に立て。」するとそのとき、主が通り過ぎた。

主の前で激しい大風が山々 רִים を裂き、岩々を砕いた。しかし、風の中に主はおられなかっהָּ
た。風の後に地震が起こったが、地震の中にも主はおられなかった。12 地震の後に火があっ

たが、火の中にも主はおられなかった。しかし火の後に、かすかな細い声（コール・デマー

マー・ダッカー）があった。13 エリヤはこれを聞くと、すぐに外套で顔をおおい、外に出て洞穴の

入り口に立った。すると声קוֹלがして、こう言った。「エリヤよ、ここで何をしているのか。」
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ヨハネ10:27 
わたしの羊たちはわたしの声 。を聞き分けます（知っている）（コール）קוֹל

29

声を知っている

かつてエデンの園で、アダムが聞いた主の「声 は、身を隠すような恐ろ「 （コール）קוֹל
しい存在でした。しかし、羊たちは、自分たちのために、ご自分のいのちを捨てた「良い

牧者」であるイェシュアの「声」 קוֹל （コール）を聞き分けることができるようになってい

るのです。

ここで「聞き分ける」と訳されたギノースコーγινώσκωは

ヘブル語の「知る」 דַעָּי （ヤーダ）と同義です。

それは、アダムがエバを「知った」ように、「体験的に知っていること」「ひとつとされてい
ること」と、その関係性を現わしています。

つまり「主の声を知っている」とは、「主ご自身を知っている」こと。
それは単に知識的な理解ではなく、その関係性を通して知り、一つとされているのです。
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ベアハリート・私の愛する方の声

雅歌2:8～9の短いフレーズの中に隠されてたのは、やがて来られる
再臨の主の勇ましいお姿でした。

ヘブル語の一つ一つの言葉を通して見えてきたのものは、

・声 主ご自身の圧倒的な臨在＝（コール）קוֹל
・その山々 רִים/הֶ  הָּ （へハーリーム）＝イスラエルが犯してきた偶像崇拝の数々

・その丘々 עוֹת/הַ  גְבָּ （ハッゲヴァーオート）＝心の中心にある高ぶり・高慢の数々

・跳び越える ג すべての偶像を踏み越える圧倒的な主の勝利＝（メダッレーグ）מְדַלֵּ
・跳ねる ץ מְקַפֵּ （メカッペーツ）＝内に秘めた情熱をほとばしらせる主の躍動

・かもしかצְבִי（ツェヴィー）＝栄光をまとった主の麗しさ
・若い鹿 עֹפֶר（オーフェル）＝人として来られた若々しいいのちの君
・その雄鹿たち לִים /הָּ  אַיָּ （ハーアッヤーリーム）＝主と共に来る力強い聖なるものたちの群れ

・ラーメド（ל）＝死からいのちへ

これら全てが「私の愛する方」なのです。
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創世記３章で主がアダムに語られた「あなたはどこにいるのか」
その主の一言の中に、愛する者がご自分を理解できない、隔ての壁の向こう、遠いところに行っ
てしまったことが物語られていました。

主の「声」つまり「主ご自身」は、創世の初めから変わることはありません。
しかしながら、人が善悪を知る知識の木の実を食べてから、その「声」は恐怖でしかなかったの
です。

愛する者は「閉じられた園」 人が自分の力ではどうすることもできなかった、園の周りに築かれ

た「山々」ヘハーリーム רִים/הֶ  הָּ を踏み砕き、解き放ち、その園の中に主は来られたのです。

かつてのエデンの園で聞いた「恐怖の足音」は、
「私の愛する方の声」となって全地の上に、人の霊の中に響き渡る日が来るのです。

ヒンネー ゼ・バー ה־זֶה אהִנֵּ בָּ 見よ！あの方が来られる

31

ベアハリート・私の愛する方の声
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